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　「若い医師の心が乾いている」と，ある泌尿器科の
大先輩が言われた。「的を射た，面白い表現ですね。
先生のオリジナルですか？」とたずねた。「いや，誰
の言葉か忘れたが，私も印象に残っているのでときど
き使っている」と。
　「心が乾いている」のは若い医師だけではない。年
輩の医師はもちろん，日本人の多くは心が乾いている。
その原因は何か，と考えるに値する大きな社会問題に
なっている。あの時の大先輩との会話では「心が乾い
ている」とは，冷めている，覇気がない，などを意味
していたが，後になって，「心が渇いている」も含ま
れるのではないかと思った。「渇いている」には，喉
がからからになっている，が転じて，「何かを強く求
めている」の意味があるからである。
　現代の日本人は社会から，十分な水分と栄養を与え
られていない。ここでいう水分と栄養は，目標，夢，
希望，充実感だろう。現代人は，何を求めたいのかす
らわかっていない感がある。充実感はなく，その原因
すらわからなくなっている。目標を失い，日々の生活
に流されている。
　そんなことを考え，倦怠感がただよいかけたとき，
活力ある若者の姿に触れた。10 月上旬に行われた，
NHK 合唱コンクール全国大会のダイジェスト版を偶
然みた。格段，歌唱に関心がある私ではないが，一心
に合唱をする学生の真摯な姿に心を打たれ，時間の許
す限りみてしまった。感激したのは，すべての小学生
の目が輝いていたことである。高校の部だと思ってみ
ていたら，中学生だとわかったときには心底驚いた。
地方大会から全国大会に臨み，1 つの目標をもって取
り組み，達成したという自信と誇りが，若者の顔つき

を変えているのであろう。演奏後のインタビューは，
どの学生も「今日がこれまでにない最高のできでした」
と異口同音に答えている。「私なら，私たちの学校を
金賞に選びます」という女学生すらいた。通常なら，
もっと謙虚深くと思うところだが，30 名余りの学生が
一丸となっている姿にいやみはない。心より賞賛した
くなる緊張感であった。
　合唱の放映の合間には，学校での練習風景が紹介さ
れていた。これが実に興味深かった。腹筋をしながら
の発声練習。歌詞の心を読み明かすために，各人が思
い思いの絵画を描いたり，朗読をする。上級生が下級
生の口に手をあてながら発声法教える。これらの練習
方法は，トップクラスの学校では当たり前のことなの
だろうか。
　注目したのは，同じような練習方法だが，中身は学
校間で大きく違うことで，その方法が審査結果に表れ
ているように思えたことである。同じ絵でも，絵画の
展覧会かと思うほど丁寧に描く学校と，スケッチ程度
の学校があるが，前者が金賞を得ていた。なにごとに
も言えることであろうが，審査内容は紙一重。他人と
比べられるときには，もう一歩，見えない努力が必要
なことが，小学生から改めて教えられた。
　1 つの目標を持ったものは目が輝く。現代の日本人
は目標を失ったように思える。戦後経済が伸びきった
ことから，満足感もなく，不満足感もない。尖閣諸島
問題を抱えた両国間で，政府も国民も熱いのはいつも
中国である。かっての日本は，常識と熱情があったと
思う。

（郡　健二郎）
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